
歌
仙
「
川
尽
て
」
の
巻

　
　
　
　
　
　
－
其
角
連
句
注
釈
稿
　
㈹
1

石
　
　
川
　
　
八
　
　
朗

　
　
　
　
　
「
川
尽
て
」
の
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻
府
』
に
よ
れ
ば
、
「
水
尽
」
「
僚
水
尽
」
「
海
尽
」
「
山
尽
」
「
林
尽
」
「
平
野

　
　
　
　
　
　
　
貞
享
四
年
刊
『
続
虚
栗
』
所
収
。
同
年
春
の
作
か
。
『
新
山
家
』
　
尽
」
な
ど
が
あ
り
、
例
え
ば
、
「
水
尽
」
は
李
白
の
絶
句
「
五
首
」
の
う
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
所
収
歌
仙
や
、
「
丙
寅
初
懐
紙
」
百
韻
に
続
き
、
景
気
や
古
典
的
　
一
首
、
水
の
流
を
上
流
に
向
っ
て
遠
望
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
川
尽
て
」

　
　
　
　
　
　
　
余
情
を
含
む
表
現
が
と
ら
れ
、
俳
言
の
な
い
句
も
多
い
。
露
沽
、
　
は
、
そ
れ
と
は
意
味
が
異
な
る
が
、
表
現
の
形
は
、
漢
詩
的
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
沽
徳
と
一
座
し
た
、
最
初
期
の
一
巻
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
鯖
」
は
、
『
大
和
本
草
』
に
「
所
々
ノ
山
谷
漕
溝
二
生
マ
レ
テ
石
間
二
伏
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
魚
一
二
寸
二
過
ギ
ズ
、
又
一
種
長
一
二
寸
、
斑
文
有
リ
、
其
形
状
河
豚
二
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
小
、
常
ハ
小
谷
二
在
ツ
テ
、
五
月
二
至
ツ
テ
水
二
随
ツ
テ
流
レ
落
ツ
」
と
あ

　
　
@
　@
　J
　
　
　
　
　
　
㍊
禦
誘
竃
い
唖
5
8
露
詩
鷺
霧
．
馨

　
　
　
川
尽
て
鯖
流
る
、
さ
く
ら
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
露
沽
　
　
　
　
　
　
　
　
山
海
名
産
図
会
』
に
は
、
鳴
く
と
す
る
の
は
、
蛙
の
河
鹿
を
誤
っ
た
も
の
と
し
、

　
　
　
発
句
。
春
（
さ
く
ら
）
。
詞
書
の
「
春
興
」
は
、
春
の
興
趣
。
詩
語
で
、
漢
　
諸
国
で
カ
ジ
カ
と
よ
ぶ
魚
を
あ
げ
、
図
示
し
て
い
る
。

　
　
詩
の
題
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
「
川
尽
て
」
は
、
川
が
な
く
な
っ
て
の
意
。
　
　
其
角
ら
の
鯖
の
句
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
、

　
　
川
沿
い
の
道
を
散
策
し
て
歩
い
て
い
た
が
、
川
が
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
に
鯖
が
　
　
カ
ジ
カ
此
夕
べ
愁
人
は
禰
の
声
を
釣
ル
　
　
　
其
角
（
虚
栗
）

　
　
流
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
川
尽
て
」
だ
け
で
は
、
川
が
尽
き
て
、
海
　
　
峯
の
松
訪
織
あ
ら
し
の
夕
哉
　
　
　
　
　
　
　
冬
市
（
続
虚
栗
）

　
　
へ
出
る
川
口
の
意
と
も
な
る
が
、
鯖
に
つ
い
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
谷
川
と
思
　
　
旅
人
の
銭
よ
む
音
も
夕
月
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
化

　
　
わ
れ
る
の
で
、
逆
に
、
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
川
が
尽
き
、
滝
に
な
っ
て
い
る
と
　
　
か
じ
か
を
島
ん
石
鉢
の
水
　
　
　
　

角
（
続
虚
栗
）

　
　
こ
ろ
へ
出
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
せ
き
て
昼
寝
の
石
や
な
を
す
ら
ん
　
　
　
　
曽
良

5
9
@
　
「
○
尽
き
て
」
と
い
う
表
現
は
、
漢
詩
文
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
侃
文
　
　
　
勧
に
鰯
力
の
声
生
か
す
也
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
（
俳
譜
書
留
）

1



6
0
@
　
川
音
に
つ
れ
て
な
き
出
す
か
じ
か
哉
　
　
　
　
団
友
（
其
袋
）
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
発
句
の
場
合
は
、
春
季
で
あ
り
、
「
流
れ
る
」
と
あ
る
の
が
、
『
大
和
本

　
　
　
カ
ジ
カ

　
　
　
繍
と
は
こ
れ
が
鳴
ら
ん
生
洲
町
　
　
　
　
　
　
其
角
（
其
袋
）
　
　
　
　
　
　
草
』
の
記
述
に
も
見
え
、
魚
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
夕
月
に
吸
物
一
ツ
し
か
へ
た
り
　
　
　
　
　
　
山
蜂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
若
干
明
瞭
で
な
い
点
も
あ
る
が
、
繍
は
魚
で
、
連
歌
用
語
で
あ
る
の

　
　
　
つ
る
べ
に
う
け
て
か
じ
か
鳴
す
る
　
　
　
　
　
（
同
）
（
末
若
葉
）
　
　
　
で
、
俗
語
で
は
な
く
、
こ
の
句
に
は
俳
言
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
「
川
尽
て
」

　
　
　
鯖
・
蘇
・
編
の
用
字
、
生
洲
や
石
鉢
や
羅
に
生
か
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
其
　
の
表
現
は
、
和
歌
に
は
な
く
、
上
述
の
よ
う
に
漢
詩
的
な
感
じ
の
も
の
で
あ
り
、

　
　
角
ら
の
「
か
じ
か
」
は
、
魚
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
俳
言
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
ま
た
、
秋
季
で
鳴
声

　
　
　
鯖
は
、
『
毛
吹
草
』
の
連
歌
四
季
の
詞
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
『
い
ろ
は
新
が
本
意
で
あ
る
繍
の
、
春
、
流
れ
落
ち
る
様
を
と
ら
え
た
点
も
俳
譜
的
で
、

　
　
式
』
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
ど
、
『
蛙
合
』
の
、
鳴
く
蛙
か
ら
飛
ぶ
蛙
へ
の
転
換
の
そ
れ
と
符
を
合

　
　
　
一
か
し
か
　
水
辺
也
　
魚
也
　
秋
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
せ
た
よ
う
な
発
想
と
も
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
か
し
か
な
く
秋
什
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
「
さ
く
ら
」
は
、
滝
や
早
瀬
の
岸
に
咲
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
晩

朗
　
と
見
え
る
の
な
ど
を
う
け
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
什
は
、
里
村
昌
琢
の
こ
と
。
　
　
春
で
、
散
り
つ
つ
あ
る
桜
の
イ
メ
ー
ジ
で
見
た
い
。

　
　
　
内
藤
風
虎
編
『
桜
川
』
に
は
、
秋
季
、
「
鯖
」
の
題
で
、
九
句
の
発
句
が
収
　
　
晩
春
の
頃
、
山
峡
の
川
に
添
っ
て
歩
い
て
い
る
と
流
れ
が
尽
き
て
滝
に
な
っ

八
　
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
と
こ
ろ
へ
出
た
。
そ
こ
で
、
流
れ
落
ち
る
鯖
を
見
た
。
ほ
と
り
に
は
、

ー
　
　
そ
の
こ
ゑ
み
な
寄
に
も
れ
ざ
る
か
じ
か
哉
　
　
小
脇
道
折
　
　
　
　
　
　
　
桜
が
咲
き
、
散
り
、
水
中
の
鯖
の
黒
い
影
と
は
対
照
的
に
、
白
い
花
び
ら
が
水
　
　
2

　
　
　
石
川
に
り
ん
く
と
な
く
か
じ
か
哉
　
　
　
　
　
　
風
虎
　
　
　
　
　
　
　
　
面
を
流
れ
て
い
る
。

石
　
　
か
じ
か
と
れ
こ
ゑ
を
し
る
べ
に
井
出
の
川
　
　
水
野
林
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
興
に
ふ
さ
わ
し
い
桃
源
郷
の
よ
う
な
脱
俗
の
世
界
で
あ
る
。

　
　
な
ど
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ド
コ
ロ

　
　
　
①
和
歌
に
詠
ま
れ
た
素
材
で
あ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黄
精
あ
る
峡
の
日
の
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
角

　
　
　
②
石
の
多
い
川
瀬
に
住
む
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
句
。
春
（
黄
精
）
。
黄
精
は
、
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
ア
マ
ド
コ
ロ
、

　
　
　
③
り
ん
り
ん
と
鳴
く
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ウ
セ
イ
、
サ
・
ユ
リ
」
の
訓
が
あ
る
が
、
黄
精
の
訓
は
、
古
来
、
ア
マ
ナ
、

　
　
　
④
井
出
の
川
で
鳴
く
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
ミ
、
ヤ
マ
ヱ
ミ
、
オ
ホ
ヱ
ミ
で
あ
り
、
ア
マ
ド
コ
ロ
の
訓
は
、
『
本
草
綱
目

　
　
な
ど
が
読
み
と
ら
れ
る
。
蛙
の
河
鹿
と
の
混
同
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
　
啓
蒙
』
に
「
萎
薙
」
を
訓
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
同
書
の
説
明
で
は
、
黄
精
と

　
　
上
記
の
其
角
ら
の
蕉
門
俳
書
の
句
も
、
山
川
の
も
の
、
鳴
声
が
関
心
の
対
象
に
　
萎
薙
は
、
よ
く
似
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
春
、
宿
根
か
ら
苗
を
生
じ
、

　
　
な
っ
て
い
る
こ
と
、
生
か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
秋
季
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
魚
　
大
き
く
な
る
と
、
茎
は
3
0
～
5
0
㎝
ぐ
ら
い
か
ら
ー
m
5
0
㎝
ぐ
ら
い
に
な
り
、
少

　
　
で
あ
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
『
桜
川
』
の
カ
ジ
カ
の
混
同
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
享
　
し
傾
い
て
円
く
緑
色
の
光
沢
の
あ
る
茎
で
、
葉
は
互
生
す
る
。
陰
暦
四
、
五
月

　
　
け
つ
い
で
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ろ
細
長
い
鈴
蘭
形
の
、
垂
れ
た
筒
形
で
先
が
弁
と
な
り
、
白
く
て
弁
の
部
分



　
　
が
淡
緑
の
花
を
咲
か
せ
る
。
黄
精
が
「
山
中
陰
地
二
生
ズ
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
め
る
意
と
も
解
さ
れ
る
が
、
ま
た
、
春
の
風
物
の
中
で
、
あ
れ
は
何
、
こ
れ
は

　
　
萎
薙
は
山
中
の
陽
地
に
生
じ
る
と
あ
る
の
が
、
ち
が
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
何
と
、
も
の
の
名
を
尋
ね
問
う
こ
と
と
も
解
さ
れ
る
。
後
者
の
方
が
、
童
に
も
、

　
　
　
ア
マ
ド
コ
ロ
は
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
現
代
の
図
鑑
等
に
よ
　
黄
精
や
そ
の
花
の
時
期
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。

　
　
る
と
、
①
茎
に
カ
ド
が
あ
る
。
②
花
の
つ
け
根
が
濃
緑
。
③
ト
コ
ロ
に
似
た
地
　
　
な
お
、
先
に
引
用
し
た
東
披
詩
の
中
に
、
「
樵
童
」
云
々
の
句
が
あ
る
。
発

　
　
下
茎
に
甘
み
が
あ
る
、
と
い
っ
た
相
違
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
漢
方
で
は
、
　
句
か
ら
三
句
に
わ
た
っ
て
一
篇
の
詩
を
対
応
さ
せ
る
の
は
お
か
し
い
が
、
こ
の

　
　
根
茎
を
用
い
、
強
壮
剤
や
打
撲
傷
の
塗
布
薬
と
す
る
。
『
大
和
本
草
』
に
も
人
　
程
度
は
、
典
拠
と
す
る
ま
で
も
な
い
か
。

　
　
参
の
代
用
と
す
る
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
は
少
年
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
連
句
に
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
素
材
の
よ

　
　
　
こ
の
句
で
は
、
他
に
季
語
と
す
べ
き
も
の
が
な
い
の
で
、
黄
精
を
季
語
と
し
　
う
で
あ
る
。

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
時
の
式
目
書
、
歳
時
記
類
に
は
、
季
語
と
し
て
登
　
　
童
子
礫
を
手
折
ル
唐
梅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
角
（
虚
栗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ソ
バ

　
　
録
し
た
も
の
を
見
な
い
。
『
図
説
俳
句
大
歳
時
記
』
は
夏
の
部
に
「
甘
野
老
の
　
　
酌
と
る
童
蘭
切
に
い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
野
水
（
冬
の
日
）

巻
　
花
」
°
を
掲
げ
る
が
、
例
句
は
な
い
。
正
岡
子
規
編
『
分
類
俳
句
全
集
』
に
も
見
　
　
田
螺
わ
る
賎
の
童
の
あ
た
た
か
に
　
　
　
　
　
桐
葉
（
熱
田
三
歌
仙
）

の
　
え
な
い
。
し
か
し
、
春
の
句
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
・
黄
精
の
花
の
時
を
季
と
　
　
月
朧
童
に
燭
を
さ
へ
ぎ
ら
せ
　
　
　
　
　
　
信
徳
（
五
百
韻
三
歌
仙
）

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ラ
ノ

ロ
し
て
、
春
季
と
し
た
も
の
と
髪
る
。
　
　
　
　
　
　
　
御
牧
野
の
笛
吹
習
ふ
童
声
　
　
　
全
峰
（
続
虚
栗
）

川
　
　
さ
て
、
「
黄
精
草
」
が
、
蘇
東
披
の
「
入
峡
」
と
い
う
詩
に
見
え
る
。
「
聞
道
　
　
稀
に
童
の
根
を
春
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
蓄
（
一
は
し
）
　
　
　
　
　
　
3

仙
　
黄
精
草
、
叢
生
緑
玉
蓼
」
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
「
入
峡
初
無
路
、
連
山
忽
似
　
　
漢
詩
的
風
趣
や
典
雅
な
情
景
の
中
に
点
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
と
に
「
賎
の

歌
　
寵
」
の
句
や
、
「
飛
泉
瓢
乱
雪
、
怪
石
走
驚
鰺
、
絶
澗
知
深
浅
・
樵
童
忽
両
三
」
　
童
L
の
句
は
、
付
句
に
「
公
家
に
宿
か
す
竹
の
中
み
ち
　
芭
蕉
」
が
あ
り
、
田

　
　
な
ど
の
句
も
あ
り
、
発
句
の
世
界
と
も
対
応
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舎
の
子
ど
も
と
公
家
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
句
は
、
公
家
の
都
落

　
　
　
ア
マ
ド
コ
ロ
が
、
じ
み
な
が
ら
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
は
じ
め
た
渓
間
に
日
が
　
ち
と
解
さ
れ
て
い
る
（
校
本
芭
蕉
全
集
・
連
句
篇
上
）
。
「
春
を
問
」
の
句
の
場

　
　
射
し
入
っ
て
、
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。
発
句
の
動
き
の
あ
る
情
　
合
は
、
前
句
か
ら
医
師
が
考
え
ら
れ
る
が
、
公
家
に
従
っ
て
医
師
が
来
て
い
る

　
　
景
と
は
対
照
的
に
、
閑
静
な
背
景
の
場
を
付
け
た
。
発
句
の
、
渓
川
に
添
う
て
　
と
い
う
設
定
で
あ
る
と
、
離
宮
、
別
邸
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
散
策
す
る
人
が
見
出
し
た
の
が
ア
マ
ド
コ
ロ
で
あ
る
の
は
、
詞
書
の
「
春
興
」
　
山
麓
の
公
家
の
別
邸
に
来
て
、
医
師
が
近
く
の
谷
々
を
薬
草
を
見
て
歩
い
て
い

　
　
や
東
披
詩
や
鯖
に
対
応
し
て
、
本
草
的
な
知
識
の
あ
る
風
雅
の
人
物
の
目
に
映
　
る
の
に
、
村
の
子
が
草
の
名
な
ど
を
あ
れ
こ
れ
と
問
う
て
い
る
と
い
う
付
か
。

　
　
じ
た
情
景
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
衣
冠
」
は
、
公
卿
の
略
式
の
公
服
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
童
は
田
舎
の
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
衣
冠
」
が
俳
言
。

　
　
　
春
を
問
童
衣
冠
を
し
ら
ず
し
て
　
　
　
　
　
　
　
沽
徳

6
1
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第
三
。
春
（
春
）
。
「
春
を
問
」
は
、
春
ま
だ
浅
い
中
に
春
ら
し
い
風
物
を
求
　
　
壁
な
き
問
屋
に
残
る
白
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
荷
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初
表
四
。
春
（
残
る
白
雪
）
。
「
問
屋
」
は
、
棟
の
前
と
後
の
二
方
に
葺
き
下
　
ら
れ
る
。

　
　
う
し
に
し
た
屋
根
造
り
の
家
。
切
妻
造
り
。
ま
た
、
「
あ
づ
ま
や
の
ま
や
」
と
　
　
こ
の
句
に
も
俳
言
は
な
い
。

　
　
続
け
て
、
四
阿
の
略
と
見
ら
れ
る
用
法
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
み
や
こ
に
住
み
わ
び
て
あ
ふ
み
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
は
風
ひ
く
ね
覚
な
ら
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
虚
谷

　
　
　
　
　
た
な
が
み
と
い
ふ
所
に
ま
か
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
表
六
。
雑
。
「
風
ひ
く
」
は
、
冬
の
季
語
で
は
な
い
が
、
前
句
の
冬
の
あ

　
　
　
　
　
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
俊
頼
朝
臣
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
い
。
俳
言
。

　
　
　
芦
火
た
く
ま
や
の
栖
処
は
世
中
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ね
覚
」
は
雅
語
で
あ
る
。
砧
と
寝
覚
は
寄
合
で
あ
り
、
「
寝
覚
ー
打
砧
」

　
　
　
　
　
　
　
あ
く
が
れ
出
る
門
出
な
り
け
り
　
　
　
　
　
（
詞
花
和
歌
集
）
　
　
　
（
類
船
集
）
。
「
ま
し
」
は
推
量
。

　
　
　
　
　
荒
屋
の
月
と
い
へ
る
心
を
　
　
　
　
　
　
　
覚
延
法
師
　
　
　
　
　
　
　
　
人
は
、
砧
の
音
で
わ
び
し
く
寝
覚
め
る
で
あ
ろ
う
が
、
月
も
冷
た
く
冴
え
た

　
　
　
山
風
に
ま
や
の
あ
し
ぶ
き
あ
れ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
夜
な
の
で
、
目
が
覚
め
た
ら
風
邪
を
ひ
い
て
い
た
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ

朗
　
　
　
　
　
　
枕
に
や
ど
る
夜
半
の
月
影
　
　
　
　
　
　
　
（
千
載
和
歌
集
）
　
　
　
う
、
の
意
。

　
　
な
ど
詠
ま
れ
て
、
住
み
処
と
し
て
は
わ
び
し
い
感
じ
が
あ
る
。

八
　
　
「
壁
な
き
」
は
、
荒
廃
し
て
落
ち
た
と
見
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傾
城
の
淋
し
が
る
顔
あ
は
れ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
前
句
の
別
邸
だ
が
、
こ
こ
は
そ
れ
が
荒
廃
し
て
し
ま
っ
て
い
る
様
か
。
あ
る
　
　
初
裏
一
。
雑
。
恋
。
傾
城
は
遊
女
。
「
あ
は
れ
」
は
哀
憐
の
情
。
傾
城
、
淋

ー
　
い
は
田
舎
の
貧
家
か
。
「
春
を
問
」
を
、
ま
だ
早
春
の
風
景
の
中
に
、
春
ら
し
　
し
が
る
が
俳
言
。

石
　
い
と
こ
ろ
を
求
め
て
い
る
の
意
と
し
て
、
残
雪
の
荒
廃
し
た
屋
敷
跡
を
出
し
た
。
　
傾
城
が
淋
し
が
る
の
は
、
前
句
か
ら
、
風
邪
の
流
行
で
、
遊
客
の
足
も
遠
の

　
　
　
俳
言
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
、
情
人
も
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
や
か
で
あ
る
べ
き
遊
女
の
淋
し
が
る
顔
は
、
そ
ぞ
ろ
に
哀
憐
の
情
を
催

　
　
　
月
冴
て
砧
の
槌
の
つ
め
た
し
や
　
　
　
　
　
　
　
嵐
雪
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
る
。
は
な
や
か
な
世
界
に
淋
し
い
顔
を
見
出
し
た
。

　
　
　
初
表
五
。
冬
（
月
冴
て
、
つ
め
た
し
）
。
月
の
定
座
。
前
句
の
残
雪
か
ら
、

　
　
季
を
も
ど
し
て
冬
季
と
し
た
。
「
月
冴
て
は
冬
也
」
（
御
傘
）
。
ま
た
、
砧
は
秋
　
　
初
秋
半
恋
は
て
ぬ
身
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沽

　
　
の
季
語
。
月
や
夜
寒
と
寄
合
の
語
で
あ
る
。
「
碓
－
月
の
下
、
夜
寒
」
（
類
船
　
　
初
裏
二
。
雑
。
恋
。
「
初
秋
半
」
は
、
七
月
十
五
日
ご
ろ
で
、
孟
蘭
盆
の
こ

　
　
集
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
わ
ず
に
そ
の
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
恋
は

　
　
　
廃
屋
と
月
は
、
前
句
で
記
し
た
『
千
載
和
歌
集
』
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
と
　
て
ぬ
身
」
は
、
恋
が
終
わ
っ
て
い
な
い
自
分
、
相
愛
の
相
手
が
死
に
、
恋
心
は

　
　
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
消
え
て
は
い
な
い
の
に
、
そ
の
人
に
逢
え
な
い
、
と
い
う
状
況
で
あ
ろ
う

　
　
　
前
句
の
問
屋
は
、
夜
な
べ
仕
事
の
仕
事
場
か
。
井
戸
を
覆
う
建
物
と
も
考
え
　
か
。
「
身
を
」
は
、
身
で
あ
る
の
に
（
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
）
と
い
う
よ
う



　
　
な
意
で
あ
ろ
う
。
一
句
の
意
は
、
そ
う
で
あ
る
が
、
前
句
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
俳
言
。
「
楼
お
り
か
ぬ
る
」
は
、
雁
が
飛
び
な
が
ら
、

　
　
身
は
傾
城
で
あ
り
、
傾
城
が
、
恋
は
て
ぬ
身
を
淋
し
が
る
意
に
な
ろ
う
。
恋
人
　
楼
に
下
り
て
羽
を
休
め
る
気
配
を
見
せ
な
が
ら
、
下
り
て
来
な
い
、
の
意
で
あ

　
　
が
死
に
、
忘
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
孟
蘭
盆
の
こ
ろ
に
な
り
、
恋
し
い
人
が
精
　
ろ
う
。

　
　
霊
と
な
っ
て
帰
っ
て
来
る
だ
け
に
淋
し
い
思
い
が
つ
の
る
遊
女
で
あ
る
。
　
　
　
　
「
暁
」
は
、
前
句
を
徹
宵
の
宴
と
見
て
、
時
分
を
定
め
た
。
前
句
の
、
遊
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
夜
中
続
き
、
さ
す
が
に
歌
声
を
ふ
る
え
る
ほ
ど
に
く
た
び
れ
た
夜
明
け
方
、

　
　
　
キ
リ
ギ
リ
ス

　
　
　
養
歯
落
て
小
寄
ふ
る
へ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
荷
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
喧
騒
に
恐
れ
て
、
雁
も
下
り
て
来
な
い
。

　
　
　
初
裏
三
。
秋
（
養
）
。
養
は
、
直
翅
目
キ
リ
ギ
リ
ス
科
の
昆
虫
。
『
和
漢
三
才
　
　
唐
の
詩
人
趙
蝦
の
「
長
安
秋
望
」
（
千
家
詩
）
に
、
「
残
星
幾
点
、
雁
、
塞
に

　
　
図
会
』
に
「
声
最
モ
亮
清
、
珍
ト
為
ス
、
之
ヲ
焚
中
二
養
フ
ニ
、
甜
瓜
、
李
、
　
横
た
わ
り
、
長
笛
一
声
、
人
、
楼
に
椅
る
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
こ
の
付
句
に

　
　
シ
ル
ア
メ

　
　
賜
砂
糖
水
ヲ
以
テ
ス
L
と
あ
り
、
声
を
賞
翫
し
た
。
ま
た
、
和
歌
で
は
、
　
　
通
じ
る
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
ふ
り
ま
さ
る
あ
ま
夜
の
闇
の
蚕

巻
　
　
　
　
　
　
た
え
ρ
＼
に
な
る
声
も
か
な
し
き
　
　
　
（
玉
葉
和
歌
集
）
　
　
　
　
　
鼓
う
つ
田
中
の
月
夜
悲
し
く
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷

の
薯
の
が
鳴
く
音
も
た
え
ぐ
に
　
　
　
　
　
　
　
初
裏
五
。
秋
（
月
夜
）
。
初
裏
の
月
。
田
圃
が
ひ
ろ
が
る
村
の
月
夜
に
、
だ

口
　
　
か
べ
の
ひ
ま
洩
る
月
ぞ
悲
し
き
　
（
風
雅
和
歌
集
）
　
れ
が
打
っ
て
い
る
の
か
、
悲
し
げ
な
鼓
の
音
が
聞
こ
え
る
。
能
は
ほ
と
ん
ど
が
5

川
　
の
よ
う
な
、
絶
え
だ
え
の
声
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悲
劇
の
物
語
で
、
鼓
の
音
に
は
悲
愁
の
響
き
が
添
う
。
村
の
田
圃
の
中
で
響
く

仙
　
　
小
寄
は
、
短
い
形
式
の
流
行
歌
。
隆
達
節
、
投
節
、
継
節
な
ど
。
　
　
　
　
　
鼓
を
打
っ
て
い
る
の
は
、
代
官
屋
敷
な
ど
の
武
士
の
住
居
か
、
あ
る
い
は
楼
の

歌
　
　
歯
が
落
ち
、
小
歌
が
ふ
る
え
る
の
は
、
老
の
表
象
。
老
い
て
な
お
、
遊
興
に
あ
る
別
荘
な
ど
か
・

　
　
ふ
け
る
が
、
歯
も
抜
け
落
ち
、
息
も
切
れ
て
、
小
歌
を
う
た
う
に
も
声
が
ふ
る
　
　
前
句
の
、
雁
が
下
り
か
ね
る
の
を
、
鼓
の
音
に
お
ど
ろ
く
も
の
と
し
た
。

　
　
え
て
し
ま
う
。
小
寄
が
俳
言
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
雁
－
田
面
」
（
類
船
集
）
。
前
句
の
「
…
か
ぬ
る
」
は
、
そ
の
よ
う
に
し
た
い

　
　
　
前
句
を
、
若
い
頃
か
ら
遊
興
に
暮
し
、
遊
女
た
ち
と
な
じ
み
を
重
ね
な
が
ら
、
と
は
思
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
、
心
の
屈
折
を
表
現
す
る
も
の

　
　
な
お
恋
に
あ
き
た
ら
な
い
ま
ま
に
老
を
迎
え
た
人
と
見
て
、
そ
の
老
残
の
姿
を
　
で
、
「
悲
し
」
は
、
そ
れ
を
受
け
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
　
付
け
た
。
養
に
老
人
の
姿
を
重
ね
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佗
て
は
す
が
る
僧
の
振
袖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
楼
お
り
か
ぬ
る
暁
の
雁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
裏
六
。
雑
。
釈
教
。
僧
は
、
能
で
脇
の
役
。
僧
の
振
袖
は
、
僧
侶
の
長
袖

　
　
　
初
裏
四
。
秋
（
雁
）
。
楼
は
、
『
訓
蒙
図
彙
』
に
、
「
た
か
ど
の
　
観
閣
並
同
」
　
か
。
「
ふ
り
袖
も
墨
の
衣
は
色
う
す
き
　
全
峰
」
（
俳
譜
勧
進
牒
）
。
『
万
金
産
業

　
　
と
あ
り
、
二
階
建
て
の
建
物
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
　
袋
』
に
「
袖
下
武
尺
よ
り
武
寸
く
ら
い
迄
に
し
て
武
巾
絹
は
・
に
て
は
三
巾
に

6
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は
、
「
楼
ハ
ニ
重
屋
之
殿
」
と
あ
り
、
書
を
蔵
し
絵
を
描
き
、
登
眺
遊
覧
の
所
　
も
す
る
L
と
記
す
。
「
佗
」
は
、
思
い
な
や
む
。
俳
言
は
僧
、
振
袖
。



6
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能
で
、
困
っ
て
ワ
キ
僧
に
助
け
を
求
め
る
場
面
か
。
た
と
え
ば
、
「
求
塚
」
　
ら
は
、
旅
の
途
上
。
蝉
が
と
ま
る
の
は
、
山
中
か
、
並
木
の
続
く
街
道
の
場
で

　
　
で
は
、
後
シ
テ
う
な
ゐ
乙
女
の
霊
が
地
獄
の
責
苦
の
中
で
、
「
な
う
御
僧
此
苦
　
あ
ろ
う
。
馬
の
歩
行
も
あ
ま
り
急
ぐ
体
で
は
な
く
、
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ

　
　
を
ば
、
何
と
か
助
け
給
ふ
べ
き
」
と
訴
え
る
場
面
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
前
句
の
「
浴
み
て
」
は
、
水
浴
で
あ
ろ
う
。
炎
天
下
、

　
　
　
ま
た
、
能
の
世
界
の
妄
執
が
悲
し
く
、
僧
の
袖
に
す
が
っ
て
、
救
い
を
求
め
　
ゆ
っ
く
り
し
た
馬
上
の
旅
を
し
、
蝉
を
鞍
に
と
ま
ら
せ
た
り
し
て
行
く
が
、
暑

　
　
る
意
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
に
堪
え
が
た
く
、
川
が
あ
れ
ば
、
水
浴
を
し
て
涼
を
と
る
。
そ
れ
が
三
回
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
っ
た
。

　
　
　
思
ひ
得
ず
楊
弓
く
る
・
園
深
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沽

　
　
　
初
裏
七
。
雑
。
楊
弓
は
、
遊
戯
用
の
小
弓
。
弓
は
二
尺
八
寸
。
矢
は
九
寸
。
　
　
砂
吹
上
る
垣
の
松
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荷

　
　
座
っ
て
七
間
半
先
の
小
さ
な
的
に
当
て
る
遊
び
。
中
世
で
は
公
家
、
近
世
で
は
　
　
初
裏
十
。
雑
。
「
砂
吹
上
る
」
は
、
海
、
湖
、
河
な
ど
の
岸
辺
の
砂
地
で
、

　
　
町
人
に
も
普
及
し
、
こ
と
に
女
性
の
遊
び
と
見
ら
れ
て
い
た
。
『
本
朝
世
事
談
　
風
が
強
く
、
砂
を
吹
き
上
げ
て
い
る
状
態
。
垣
は
、
人
家
が
あ
る
こ
と
を
示
す

朗
　
綺
』
に
は
「
本
朝
に
は
上
古
堂
上
の
宮
女
官
女
の
玩
び
と
し
、
七
夕
に
は
第
一
　
が
、
こ
こ
は
宿
か
。
風
の
強
い
、
水
辺
の
宿
場
。

　
　
に
す
と
な
り
」
と
あ
る
。
「
園
深
し
」
は
、
宮
廷
や
幕
府
、
大
名
家
の
庭
な
ど
　
　
前
句
の
鞍
に
と
ま
る
蝉
に
、
水
辺
に
添
う
た
、
松
並
木
と
、
砂
を
吹
き
上
げ

ド
ノ
　
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
俳
言
は
楊
弓
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
強
風
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

‖
　
　
「
思
ひ
得
ず
」
は
、
満
足
し
得
な
い
の
意
か
。
前
句
の
「
佗
」
と
対
応
す
る
。

戊　
　
　
前
句
を
、
劇
中
の
人
か
ら
、
現
実
の
人
と
見
か
え
、
深
窓
の
庭
園
で
、
楊
弓
　
　
燭
と
り
て
花
す
か
し
み
る
須
磨
の
浦
　
　
　
　
　
　
　
雪

石
　
に
熱
中
し
て
気
晴
ら
し
を
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
も
う
ま
く
ゆ
か
ず
、
日
が
　
　
初
裏
十
一
。
春
（
花
）
。
花
の
定
座
。
須
磨
の
浦
は
花
の
名
所
の
歌
枕
。
夕

　
　
暮
れ
る
。
あ
る
時
は
、
高
僧
に
悩
み
を
う
ち
あ
け
て
す
が
る
女
性
を
付
け
た
。
　
暮
れ
の
須
磨
の
海
浜
で
、
手
燭
を
持
っ
て
、
花
の
咲
き
工
合
を
確
か
め
に
出
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
の
べ
た
手
燭
の
明
か
り
に
、
咲
き
そ
ろ
っ
た
桜
の
花
が
う
か
び
あ
が
る
。

　
　
　
三
た
び
浴
み
て
夏
を
忘
ル
・
　
角
燭
が
俳
言
。

　
　
　
初
裏
八
。
夏
（
夏
）
。
暑
い
の
で
、
一
日
に
三
回
も
湯
を
浴
び
て
涼
を
と
り
、
　
　
前
句
を
、
須
磨
の
海
岸
と
見
て
、
手
燭
で
見
る
桜
を
趣
向
し
た
。
風
に
気
を

　
　
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
て
い
る
。
温
泉
地
で
の
避
暑
か
。
前
句
を
、
別
荘
地
で
の
遊
　
使
い
な
が
ら
、
手
燭
を
さ
し
の
べ
る
の
で
あ
る
。

　
　
び
と
見
た
付
。
前
句
の
「
園
深
し
」
に
、
夏
を
忘
れ
る
涼
を
見
出
し
た
。
俳
言
　
　
須
磨
の
浦
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
『
源
氏
物
語
』
等
で
著
名
な
歌
枕
で
、

　
　
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
句
の
、
ど
こ
に
も
あ
り
そ
う
な
景
が
、
付
句
に
よ
っ
て
、
き
っ
ち
り
と
特
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
。

　
　
　
我
鞍
に
蝉
の
と
“
ま
る
道
す
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
徳

　
　
　
初
裏
九
。
夏
（
蝉
）
。
旅
。
鞍
は
馬
の
鞍
で
、
馬
に
乗
っ
て
い
る
。
道
す
が
　
小
の
弥
生
の
光
み
じ
か
き
　
　
　
　
　
　

谷



　
　
　
初
裏
十
二
。
春
（
弥
生
）
。
「
小
の
弥
生
」
は
、
小
の
月
の
三
月
。
二
十
九
日
　
　
名
表
三
。
冬
（
紙
子
）
。
恋
。
若
衆
に
紙
子
を
着
せ
て
う
れ
し
が
る
の
は
念

　
　
し
か
な
い
三
月
で
、
春
の
最
後
の
月
な
の
で
、
惜
し
む
べ
き
春
が
一
日
短
い
こ
　
者
で
、
自
分
も
紙
子
を
着
て
い
て
、
揃
い
の
姿
に
な
っ
て
い
る
。
若
衆
・
紙
子

　
　
と
を
い
っ
た
。
「
光
み
じ
か
き
」
に
、
そ
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
「
光
み
　
が
俳
言
。

　
　
じ
か
き
」
は
、
前
句
の
燭
の
光
線
が
遠
く
ま
で
届
か
ず
、
燭
の
ま
わ
り
だ
け
が
　
　
前
句
の
蓬
生
の
宿
が
、
念
者
の
隠
棲
の
家
。
氷
を
割
っ
て
水
を
求
め
る
よ
う

　
　
明
る
い
こ
と
に
対
応
す
る
が
、
一
句
と
し
て
は
、
時
間
的
な
意
味
と
解
さ
れ
、
　
な
不
自
由
な
生
活
な
が
ら
、
若
衆
と
の
暮
ら
し
に
満
足
し
て
い
る
。

　
　
惜
春
の
情
の
表
現
と
な
る
。
燭
の
火
も
、
桜
の
花
も
、
は
か
な
い
も
の
の
表
象

　
　
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
、
「
光
み
じ
か
き
」
は
、
そ
れ
ら
を
受
け
た
も
の
で
あ
　
　
東
に
来
て
も
ま
た
恋
の
奥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳

　
　
る
。
須
磨
の
浦
と
い
う
、
古
典
性
の
豊
か
な
歌
枕
を
場
と
し
て
、
惜
春
の
情
を
　
　
名
表
四
。
雑
。
恋
。
「
東
」
は
あ
ず
ま
、
江
戸
。
恋
の
本
場
の
上
方
か
ら
、

　
　
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
小
が
俳
言
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
恋
の
場
を
求
め
て
東
の
江
戸
へ
来
た
が
、
恋
に
は
な
お
深
い
奥
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
、
陸
奥
に
も
、
ゆ
か
し
い
恋
の
風
習
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
心

　
　
　
こ
き

巻
濃
墨
に
蝶
も
は
か
な
き
羽
を
染
て
角
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。
錦
木
、
十
符
の
菅
菰
、
末
の
松
山
、
し
の
ぶ
も
じ
ず

の
　
　
名
表
一
。
春
（
蝶
）
。
蝶
が
俳
言
。
墨
染
に
羽
を
染
め
た
蝶
は
、
『
和
漢
三
才
　
り
な
ど
、
恋
に
因
む
風
習
や
歌
枕
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
。

ヨ駅
図
会
』
に
．
黒
色
二
白
点
有
テ
稀
二
飛
フ
L
と
あ
る
「
あ
け
は
の
て
ふ
」
か
。
　
前
句
の
紙
子
が
、
仙
ム
ロ
の
特
産
で
あ
る
（
和
漢
三
才
図
会
）
、
」
と
か
ら
、
7

川
　
墨
染
め
の
、
は
か
な
い
羽
は
、
出
家
の
人
を
暗
示
す
る
。
「
蝶
も
」
と
あ
る
の
　
「
奥
」
の
こ
と
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
恋
の
あ
こ
が
れ
の
心
情
を
表
現
し
た
。

ド

仙
　
は
、
人
は
も
と
よ
り
の
意
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
前
句
の
「
光
み
じ
か
き
」
の

歌
　
詠
嘆
に
対
応
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
陸
な
る
梶
如
に
あ
そ
ぶ
友
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷

　
　
・
前
句
に
無
常
迅
速
の
感
を
読
み
と
り
、
墨
染
の
羽
の
蝶
で
応
じ
た
。
　
　
　
　
　
名
表
五
。
冬
（
友
衛
）
。
た
だ
し
、
打
越
（
二
句
前
）
に
「
紙
子
」
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
季
語
な
の
で
、
差
し
合
い
と
な
る
。
板
久
は
、
潮
来
。
常
陸
国
行
方
郡
。

　
　
　
　
　
ワ
カ

　
　
　
氷
を
涌
す
蓬
生
の
窓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沽
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
ろ
、
東
北
地
方
と
江
戸
を
結
ぶ
水
上
交
通
の
要
地
。
遊
郭
も
開
設
さ
れ
、

　
　
　
名
表
二
。
冬
（
氷
）
。
蓬
生
は
、
蓬
な
ど
が
生
い
茂
っ
て
荒
れ
は
て
た
と
こ
　
遊
女
屋
が
八
軒
あ
っ
た
と
い
う
。
海
運
業
者
や
鹿
島
、
鹿
取
へ
の
参
詣
者
で
に

　
　
ろ
。
歌
語
。
そ
の
よ
う
な
場
所
の
粗
末
な
住
居
で
、
水
瓶
に
水
を
貯
え
て
い
る
　
ぎ
わ
っ
た
（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
・
茨
城
県
）
。

　
　
が
、
そ
れ
が
氷
っ
て
い
る
の
を
割
り
、
沸
か
し
て
湯
に
す
る
よ
う
な
暮
ら
し
を
　
　
　
板
久
の
一
夜
、
う
き
名
に
も
あ
ら
ね
ば

　
　
し
て
い
る
。
質
素
な
生
活
で
、
墨
染
の
衣
を
身
に
ま
と
う
人
に
ふ
さ
わ
し
い
。
　
　
朧
月
い
た
こ
も
捨
ぬ
情
か
な
　
　
　
　
　
峡
水
（
続
虚
栗
）

　
　
そ
の
窓
か
ら
、
黒
い
羽
の
蝶
が
見
え
て
い
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
『
陸
奥
衙
』
に
は
「
江
戸
よ
り
行
徳
ま
で
川
船
、
木
下
風
へ
着
、
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
夜
舟
に
て
板
久
へ
上
り
」
と
桃
隣
の
旅
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
板
久
が
俳

6
5
@
　
う
れ
し
さ
よ
若
衆
に
紙
子
き
せ
た
れ
ば
　
　
　
　
　
　
荷
　
　
　
　
　
　
　
　
言
。



6
6
@
　
前
句
の
「
恋
の
奥
」
の
手
は
じ
め
と
し
て
、
新
興
の
恋
の
場
と
し
て
板
久
を
　
の
笛
を
吹
い
て
い
る
、
の
意
か
。
寒
稽
古
の
笛
と
す
れ
ば
、
前
句
の
神
社
の
参

　
　
と
り
あ
げ
た
。
「
友
衛
」
は
、
友
人
と
連
れ
だ
っ
て
遊
ぶ
こ
と
を
示
唆
す
る
も
　
道
で
稽
古
に
は
げ
む
姿
に
な
る
。

　
　
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
句
の
暗
い
感
じ
か
ら
、
夜
と
し
た
。

　
　
　
前
句
に
、
新
し
い
恋
の
場
を
た
ず
ね
求
め
る
心
を
見
出
し
て
、
友
人
た
ち
と
　
　
こ
の
句
も
、
三
句
前
に
、
千
鳥
が
あ
っ
て
冬
で
あ
り
、
こ
れ
も
差
し
合
い
と

　
　
連
れ
て
潮
来
に
遊
ぶ
こ
と
を
付
け
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
。
紙
子
、
千
鳥
、
凧
と
、
冬
季
の
句
を
重
ね
た
の
は
な
ぜ
か
、
わ
か
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　
オ
ヂ

　
　
　
笑
に
催
て
沈
む
江
の
鮒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
名
表
六
。
雑
。
人
の
笑
い
声
に
お
ど
ろ
い
て
、
江
の
水
面
近
く
の
鮒
が
、
深
　
　
葺
か
け
て
月
見
の
賎
屋
荒
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
徳

　
　
く
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
笑
い
は
、
潮
来
に
遊
ぶ
友
だ
ち
の
間
の
も
の
。
江
の
鮒
　
　
名
表
九
。
秋
（
月
見
）
。
月
の
定
座
か
ら
二
句
引
き
上
げ
。
賎
屋
は
、
賎
が

　
　
は
、
水
郷
潮
来
に
ふ
さ
わ
し
い
。
静
か
な
水
郷
に
、
遊
客
の
歓
声
が
響
き
、
鮒
　
屋
、
賎
が
伏
屋
な
ど
と
同
じ
く
、
身
分
の
低
い
者
の
住
む
小
さ
な
家
。
こ
こ
は
、

朗
　
も
こ
わ
が
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
家
の
こ
と
を
い
っ
た
謙
退
の
語
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
く
住
み
ふ
る
し
て
、
い
た
ん
だ
屋
根
を
葺
き
か
え
よ
う
と
し
て
、
ま
だ

ペ
ノ
　
　
松
並
ぶ
石
の
鳥
居
の
陰
く
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沽
　
　
　
　
　
　
　
　
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
八
月
十
五
夜
に
な
っ
た
の
で
、
屋
根
を
葺
き
か
け
た
ま
ま
、

1
　
　
名
表
七
。
雑
。
神
祇
。
神
社
の
参
道
か
。
「
松
並
ぶ
」
は
、
松
並
木
。
石
の
　
月
見
を
し
た
が
、
屋
根
か
ら
月
の
光
が
ゆ
た
か
に
洩
れ
射
し
て
、
古
歌
に
詠
ま

刀　
　
鳥
居
の
か
げ
、
松
の
枝
が
茂
っ
て
い
る
の
で
、
暗
く
見
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
賎
屋
の
世
界
を
現
前
さ
せ
て
い
る
。

石
　
　
前
句
の
江
は
、
神
社
の
境
内
の
か
た
わ
ら
を
流
れ
て
い
る
川
だ
ろ
う
か
。
鮒
　
　
衣
う
つ
し
つ
が
ふ
せ
や
の
い
と
ま
あ
ら
み

　
　
が
江
に
深
く
沈
む
の
に
対
応
し
て
、
「
陰
く
ら
し
」
と
し
た
か
。
陰
が
暗
い
の
　
　
　
　
　
き
ぬ
た
の
う
へ
に
月
も
り
に
け
り
　
　
　
　
（
玉
葉
和
歌
集
）

　
　
は
、
茂
っ
た
松
の
故
で
あ
り
、
石
の
鳥
居
と
と
も
に
古
く
、
由
緒
あ
る
神
社
で
　
　
雨
は
る
る
し
つ
が
ふ
せ
や
の
い
た
ま
よ
り

　
　
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
ぞ
も
り
き
て
袖
ぬ
ら
し
け
る
　
　
　
　
　
（
続
千
載
和
歌
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
「
荒
れ
に
け
り
」
の
措
辞
は
、
和
歌
の
第
三
句
に
し
ば
し
ば
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
凧
夜
く
に
寒
笛
を
吹
　
角
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
名
表
八
。
冬
（
凧
、
寒
笛
）
。
寒
笛
は
、
カ
ン
テ
キ
と
読
ん
で
、
さ
び
し
い
　
　
前
句
の
凧
が
寒
笛
を
吹
く
と
い
う
の
を
、
葺
き
か
け
の
屋
根
に
起
る
音
と
し

　
　
笛
の
意
か
。
ま
た
、
カ
ン
ブ
エ
と
読
ん
で
、
寒
稽
古
の
笛
の
意
か
。
後
者
か
。
　
た
付
か
。
そ
の
よ
う
な
夜
々
を
経
て
、
十
五
夜
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
俳
言
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
句
は
、
凧
で
冬
季
の
句
で
あ
る
が
、
『
御
傘
』
に
は
、
「
木
枯
は
冬
な
り
。
秋

　
　
　
句
意
は
、
凧
が
毎
夜
、
寒
稽
古
の
笛
を
吹
く
（
風
の
音
を
た
て
る
）
意
か
。
　
の
句
に
も
あ
る
は
秋
よ
り
も
吹
ゆ
へ
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
直
ち
に
月
の
句
と

　
　
ま
た
、
「
夜
く
に
」
で
休
止
し
て
、
毎
夜
、
凧
が
吹
く
中
で
、
人
が
寒
稽
古
　
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

8



　
　
　
御
廟
の
衛
士
が
挟
露
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荷
　
　
　
　
　
　
　
　
が
群
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
、
山
伏
な
ど
の
一
行
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
名
表
十
。
秋
（
露
け
し
）
。
哀
傷
。
御
廟
は
み
た
ま
や
、
神
社
の
敬
称
。
御
　
　
前
句
を
、
山
伏
の
旅
の
途
次
で
の
、
食
事
の
用
意
の
場
と
し
た
。
前
句
の

　
　
廟
が
俳
言
。
衛
士
は
、
衛
士
府
に
属
し
て
皇
居
を
護
衛
す
る
役
の
兵
士
で
あ
る
　
「
篁
の
陰
」
に
風
を
避
け
る
気
味
を
読
み
と
り
、
笈
に
風
を
ふ
せ
ぐ
場
面
と
し

　
　
が
、
こ
こ
は
、
高
貴
の
人
の
墳
墓
を
守
る
役
目
の
者
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
最
近
な
く
な
っ
た
主
人
の
こ
と
を
思
い
、
御
廟
守
り
を
し
て
い
る
男
が
、
涙

　
　
に
く
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
に
驚
く
毒
の
水
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沽

　
　
　
前
句
は
、
急
に
立
て
ら
れ
た
墓
守
り
の
住
い
か
。
そ
の
屋
根
を
洩
る
月
の
光
　
　
名
裏
二
。
雑
。
毒
の
水
と
い
え
ば
、
『
風
雅
和
歌
集
』
巻
十
六
の
、
弘
法
大

　
　
に
、
ま
た
悲
し
み
を
新
た
に
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
の
歌
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
の
奥
の
院
へ
参
る
道
に
玉
川
と

　
　
　
角
切
て
裾
野
に
放
す
鹿
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
云
ふ
河
の
水
上
に
毒
虫
の
多
か
り
け

巻
　
　
名
表
十
一
。
秋
（
鹿
の
角
切
）
。
鹿
の
角
切
は
、
秋
の
彼
岸
に
、
奈
良
の
春
　
　
　
　
れ
ば
此
の
流
を
飲
む
ま
じ
き
由
を
示

の
　
日
神
社
の
神
鹿
を
集
め
て
、
角
を
切
り
落
す
行
事
。
裾
野
は
、
三
笠
山
や
高
円
　
　
　
　
し
置
き
て
後
よ
み
侍
り
け
る

ヨ駅
　
山
の
麓
の
野
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘
れ
て
も
汲
み
や
し
つ
ら
む
旅
人
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

川
　
　
前
句
の
、
亡
主
へ
の
追
悼
と
い
う
の
を
う
け
て
、
鹿
を
野
に
放
す
と
い
う
こ
　
　
　
　
　
　
高
野
の
お
く
の
玉
川
の
み
つ

ド

仙
　
と
で
、
放
生
の
意
を
き
か
せ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
。

歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
げ
し
い
水
音
の
流
れ
が
あ
り
、
里
人
に
聞
け
ば
、
毒
の
あ
る
水
だ
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
ム
ラ

　
　
　
鉢
に
食
た
く
篁
の
陰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
で
、
旅
人
が
驚
い
て
い
る
と
い
う
意
。
聞
く
か
ら
に
不
穏
な
、
そ
の
音
は
、

　
　
　
名
表
十
二
。
雑
。
篁
は
竹
や
ぶ
。
食
は
め
し
。
飯
を
た
く
鉢
は
、
鉄
鉢
。
竹
　
前
句
の
、
山
お
ろ
し
の
風
に
対
置
さ
れ
た
も
の
。
場
所
を
高
野
と
か
ぎ
る
こ
と

　
　
や
ぶ
の
陰
の
草
庵
で
、
托
鉢
の
鉄
鉢
で
飯
を
た
く
、
隠
棲
の
貧
し
い
修
行
者
か
　
は
な
い
。
毒
の
水
の
お
そ
ろ
し
さ
を
、
音
で
強
調
し
た
。
毒
が
俳
言
。

　
　
　
角
を
切
ら
れ
た
鹿
が
出
没
す
る
や
ぶ
陰
の
草
庵
で
の
生
活
を
付
け
た
。
角
切

　
　
の
鹿
を
野
に
放
つ
の
を
放
生
と
み
な
す
仏
門
の
人
で
あ
る
。
鉢
・
食
が
俳
言
。
　
　
笛
買
い
に
よ
す
る
湊
は
人
な
く
て
　
　
　
　
　
　
　
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
裏
三
。
雑
。
笛
は
苫
の
慣
用
形
。
菅
、
茅
な
ど
で
編
み
、
雨
露
を
防
ぐ
も

　
　
　
山
お
ろ
し
笈
を
並
べ
て
ふ
せ
ぐ
覧
角
の
。
そ
れ
を
湊
で
買
う
の
は
、
長
距
離
の
航
海
を
す
る
廻
船
で
あ
ろ
う
。
湊
は

　
　
　
名
裏
一
。
雑
。
山
お
ろ
し
は
、
山
か
ら
吹
き
お
ろ
し
て
来
る
風
。
笈
は
、
行
　
商
業
地
で
あ
り
、
人
々
で
に
ぎ
わ
う
の
が
常
で
、
人
影
が
な
い
の
は
異
常
で
あ

　
　
脚
僧
、
修
験
者
な
ど
が
、
仏
具
、
食
物
、
衣
類
な
ど
を
入
れ
て
、
背
負
う
も
の
　
る
。

6
7
@
で
、
扉
が
つ
き
、
四
本
の
足
が
あ
る
。
「
並
べ
て
」
と
あ
る
の
で
、
数
人
以
上
　
　
前
句
の
、
毒
水
の
う
わ
さ
に
あ
る
、
不
安
、
無
気
味
の
感
を
、
人
の
い
な
い
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8
@
港
に
寄
港
し
た
人
の
不
審
と
し
て
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
遠
に
し
あ
れ
ば
い
ま
だ
着
な
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
須
磨
の
海
女
の
塩
焼
き
衣
の
慣
れ
な
ば
か

　
　
　
　
　
む
つ
き

　
　
　
雪
の
正
月
を
休
む
塩
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
も
君
を
忘
れ
て
思
は
む

　
　
　
名
裏
四
。
春
（
正
月
）
。
塩
焼
は
、
製
塩
。
当
時
の
方
法
は
、
入
浜
塩
田
法
　
が
あ
り
、
こ
の
付
句
の
名
所
は
、
須
磨
の
浦
の
こ
と
を
指
す
か
と
も
思
わ
れ
る

　
　
　
　
は
ま
お
と
こ

　
　
で
、
浜
男
、
浜
子
（
老
人
や
女
や
子
供
）
な
ど
が
働
い
て
い
た
。
塩
田
で
の
　
が
、
初
裏
の
花
の
句
に
、
須
磨
の
浦
が
使
わ
れ
て
お
り
、
須
磨
の
浦
と
特
定
す

　
　
労
働
は
、
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
日
四
回
の
食
事
を
し
、
二
升
　
る
の
は
適
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
　
食
べ
た
と
い
わ
れ
る
（
日
本
民
俗
文
化
大
系
三
技
術
と
民
俗
（
上
一
）
。
　
　
　
　
　
従
っ
て
、
こ
の
万
葉
に
詠
ま
れ
た
花
の
名
所
は
、
塩
竈
を
含
め
、
特
に
ど
こ

　
　
　
年
が
改
ま
っ
て
春
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
寒
く
雪
が
降
っ
て
い
る
。
塩
田
で
も
　
と
定
め
な
い
が
、
海
浜
の
花
の
名
所
と
し
て
、
古
い
万
葉
の
昔
か
ら
伝
え
ら
れ

　
　
今
日
は
仕
事
を
休
ん
で
い
る
が
、
折
角
の
休
み
な
の
に
、
雪
が
降
っ
て
い
る
。
　
て
き
た
よ
う
な
所
と
い
う
、
漠
然
と
し
た
場
所
を
考
え
て
お
く
の
が
よ
い
か
と

　
　
春
ら
し
い
感
じ
も
な
い
正
月
だ
が
、
塩
焼
の
仕
事
を
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
　
思
わ
れ
る
。
万
葉
・
名
所
が
俳
言
。

朗
　
体
を
休
め
る
い
い
機
会
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
け
は
、
前
句
の
、
正
月
な
が
ら
風
情
の
な
い
雪
の
塩
田
の
殺
風
景
に
対
し
、

　
　
　
芭
蕉
の
、
「
昼
顔
に
米
つ
き
涼
む
あ
は
れ
也
」
は
、
昼
顔
の
咲
く
、
暑
い
日
　
は
る
か
の
む
か
し
に
歌
に
詠
ま
れ
た
花
の
名
所
を
付
け
た
。

も
ノ
　
中
に
涼
む
米
つ
き
を
と
ら
え
て
、
あ
わ
れ
と
見
て
い
る
が
、
春
ら
し
か
ら
ぬ
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

U
　
の
正
月
に
休
む
塩
焼
も
ま
た
あ
わ
れ
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
こ
め
な
と
又
岩
城
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
前
句
の
、
人
の
い
な
い
湊
を
、
仕
事
を
休
ん
で
い
る
状
態
と
見
て
、
正
月
の
　
　
揚
句
。
春
（
霞
）
。
岩
城
山
は
、
『
万
葉
集
』
に
、

石
　
塩
浜
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
9
5
磐
城
山
直
越
え
来
ま
せ
磯
崎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
奴
美
の
浜
に
我
れ
立
ち
待
た
む

　
　
　
万
葉
に
よ
ま
れ
し
花
の
名
所
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
、
こ
の
岩
城
山
は
、
東
海
道
の
由
井
と
興
津
の
間
に
あ
る
薩
唾
峠
の
こ

　
　
　
名
裏
五
。
春
（
花
）
。
万
葉
は
『
万
葉
集
』
。
『
万
葉
集
』
に
は
、
巻
七
や
巻
　
と
か
と
い
わ
れ
て
い
る
（
日
本
古
典
文
学
大
系
「
万
葉
集
」
三
）
。

　
　
十
に
、
花
を
詠
む
と
か
花
に
寄
せ
る
な
ど
と
し
て
分
類
さ
れ
た
歌
が
あ
り
、
そ
　
　
ま
た
、
津
志
王
丸
が
姉
安
寿
を
祭
っ
た
岩
城
山
権
現
の
あ
る
、
津
軽
の
岩
城

　
　
れ
ら
の
中
に
詠
み
こ
ま
れ
た
地
名
は
、
三
笠
の
山
、
高
円
山
、
阿
保
山
、
吉
野
　
山
（
和
漢
三
才
図
会
）
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
岩
城
の
岩
城
山
で
、
『
陸
奥
衛
』

　
　
の
川
、
春
日
の
野
辺
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
前
句
と
の
関
係
が
考
え
に
　
に
、
岩
城
平
領
内
、
湯
本
の
近
く
に
あ
る
岩
城
山
を
あ
げ
、
露
沽
や
沽
徳
ら
と

　
　
く
い
。
そ
こ
で
、
塩
焼
と
花
、
桜
に
縁
の
あ
る
地
名
を
考
え
る
と
、
須
磨
や
塩
　
　
一
座
し
た
歌
仙
の
発
句
に
、
桃
隣
が

　
　
竈
が
考
え
ら
れ
る
（
類
船
集
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遙
に
思
ひ
や
り
し
名
所
、
風
雅
に

　
　
　
須
磨
の
場
合
は
、
『
万
葉
集
』
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
れ
て
近
く
見
侍
り
、
一
句
を

　
　
　
柵
須
磨
の
海
女
の
塩
焼
き
衣
の
藤
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窺
ふ



　
岩
城
山
と
お
も
へ
ば
香
あ
り
夏
木
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
隣

と
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
岩
城
山
で
あ
ろ
う
。

　
岩
城
山
の
「
い
わ
」
に
、
「
言
う
」
の
意
が
か
け
ら
れ
て
い
て
、
岩
城
山
の

姿
が
見
た
い
の
で
、
霞
で
と
じ
こ
め
な
い
で
く
れ
と
、
再
び
言
お
う
、
の
意
で

あ
ろ
う
。

　
「
岩
城
山
」
は
当
然
、
露
沽
が
、
岩
城
内
藤
家
の
一
員
で
あ
る
こ
と
で
、
寄

せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
露
沽
は
、
家
老
の
議
に
あ
っ
て
退
隠
し
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
万
葉
の
名
所
に
か
け
て
、
郷
国
の
山
を
出
し
て
、
露
沽
を
喜

ば
せ
、
め
で
た
く
一
巻
を
巻
き
お
さ
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

巻の
も

尽
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